
（ 様式７ ）  

企画提案書 

１  ［ 相談者が利用し やすい登録方法やデザイ ンの工夫］  

１ ８ 歳未満の子ども やその保護者など相談者が多岐にわたる中で、特に小中学生などが利用し や

すい登録方法（ メ ール等） やデザイ ンなど、 工夫する点を提案し てく ださ い。  

■パッ ケージコ ンセプト  

提案するパッ ケージシステムは、 利用者が気軽に相談が行えるよう に、 以下のコ ンセプト をベー

スと し たシステムです。  

 

≪パッ ケージシステムの特徴≫ 

① シンプルな画面デザイ ン 

② 昨今の利用シーンにおけるデバイ スの多様性から 、 レスポンシブデザイ ンを採用 

③ 直感的な操作が行えるよう なナビゲーショ ン形式を採用 

④ 利用者は保護者だけでなく 小中高生と 幅が広いこ と から 、 ニュ アンスや平仮名の利用

は偏り 過ぎないよう 中立を取る表現 

⑤ 相談画面への入り 口を、 大人向け・ 子ども 向けで分けるこ と で、 子ども から でも 相談

をし てよいイ メ ージを強調 

 

≪操作画面のポイ ント ≫ 

① 大人向け・ 子ども 向けで相談登録の入り 口をわけるこ と で、 子ども が気軽に相談を行える

仕組みを設けており 、 かつ子ども 向けには適切なルビ振り  

 

② 入力項目間のマージンを取るこ と で、 視覚的に誤認識・ 誤操作をし にく いデザイ ン 

 

 



③ 選択式の項目はプルダウンでなく ラ ジオボタ ン方式にするこ と で、全ての選択肢を一目で

把握できるため、 相談を行う こ と への敷居を低く 思わせるイ メ ージ 

 

 

④ 画面遷移や登録確定などのボタ ン操作は、 大き いボタ ン表示にするこ と で分かり やすく 、

かつ操作し やすいサイ ズ 

 

 

 

⑤ 操作ステッ プ毎に入力情報をチェ ッ ク し 、必須項目やメ ールアド レスの入力誤り をナビゲ

ート  

 

 

 



⑥ スマート フ ォ ン等モバイ ル端末でも 表示崩れが起き ないレスポンシブデザイ ン 

 

⑦ 相談者にて相談し た内容のステータ スが見れるこ と の安心感 

 

⑧ 当社システムはメ ール登録無し でも 投稿可能 

 

 

 



なお、本システムはウェ ブサービス開発で主流と なっ ているフ レームワーク で開発さ れているた

め、 WEBデザイ ンやプログラ ムのカ スタ マイ ズ適応性が高い特徴を持ちます。 一度決定すると 変

更出来ないパッ ケージ商品と 比較すると 、 ニーズに適応し た優れたサービスを提供し ます。  

 

① 自社開発パッ ケージだから こ そ、 機能拡張や機能改定を柔軟に対応が可能 

② ウェ ブサービス開発の主流フ レームワーク の一つである Ruby on Rai l s を採用し ているた

め、 実績のある拡張機能を容易に導入でき るこ と から 、 要望などを短期間での対応が可能 

※Ruby on Rai l s は、 他プログラ ム言語のフ レームワーク 製品より も 開発生産性が高い特

徴をも ちます。  

③ 「 運用し ながら 最適な運用フ ローを模索し つづけら れるシステム」 であり 、 適用性が高い 

④ 自社開発のその他システムの導入経験から 、 SNS や外部チャ ッ ト ツールなど外部サービス

と の連携機能を追加も 可能 

⑤ ク ラ ウド 環境・ コ ンテナ技術と の親和性が高い技術基盤により 、 将来的な負荷分散・ 安定

稼働基盤の提供が可能 

 

■本提案でのコ ンセプト  

貴区が求めるシステム機能要件にすべて適合し たシステムを提供すると と も に、 WEBサイ ト デザ

イ ンを手掛ける有識者の知見を盛り 込み、 大人向け、 子ども 向けそれぞれの貴区のニーズにあっ

たデザイ ンへのカ スタ マイ ズを行います。  

また、 子ども 向けでは相談内容の表現が難し いこ と から 、 既存システムの良いと こ ろ を踏襲し 、

感情レベルを分かり やすいアイ コ ン選択を併設するこ と により 、気軽に相談でき るよう なデザイ

ンにし ます。  

 

≪視認性を考慮し たデザイ ン≫ 

① JI S X8341-3 の基準を考慮し 、 背景と 文字に対し ての十分なコ ント ラ スト 比 

② 直感的なアイ コ ン・ ナビゲーショ ンの配置 

③ スマート フ ォ ン等片手でも 簡単に操作でき るよう に最適化 

④ 誤操作リ スク を減ら すため、 十分な大き さ のボタ ン・ アイ コ ン配置と 各要素間の適切な

マージンを設けるデザイ ン 

 

≪操作性≫ 

① 子ども が秘密にし たい相談内容だっ た場合など、 ワンタ ッ チでサイ ト から 離脱、 閉じ る

などの緊急退避ボタ ンの配置 

② 画面スク ロールやナビゲート では、 アイ コ ンまたは大き なボタ ンによる簡単操作 

③ フ ォ ント サイ ズやダーク モード への変更により 、 様々な利用シーンを考慮 

 

 

 

 

 

 



≪システム機能要件への適合≫ 

 貴区が求めるシステム機能要件にすべて適合し たシステムを提供し ます。  

項番 機能要件 適合 

3. 1. 1 利用者申請情報登録 ○ 

3. 1. 2 相談ねっ と システム利用案内書 ○ 

3. 1. 3 サービス利用の流れ ○ 

3. 2. 1 ログイ ン時の I Dと パスワード の入力要求 ○ 

3. 2. 2 パスワード 変更 ○ 

3. 2. 3 ログアウト 機能 ○ 

3. 2. 4 利用者情報の登録・ 修正・ 削除 ○ 

3. 2. 5 相談ねっ と システムの手動停止機能 ○ 

3. 2. 6 相談履歴の確認・ 回答 ○ 

3. 2. 7 自治体画面でのみ入力・ 表示できるメ モ機能 ○ 

3. 2. 8 CSV出力（ 年度ごと 、 月ごと で出力が可能） 利用者の登録情報、 相談

内容、 統計 

○ 

3. 2. 9 利用者へのお知ら せの登録・ 修正・ 削除 ○ 

3. 2. 10 利用規約の修正 ○ 

3. 3. 1 利用者ログイ ン時の I Dと パスワード の入力要求 ○ 

3. 3. 2 利用者パスワード 変更 ○ 

3. 3. 3 利用者ログアウト 機能 ○ 

3. 3. 4 利用者の相談履歴の確認・ 回答 ○ 

3. 3. 5 多言語対応（ 日本語、 英語）  ○ 

3. 3. 6 利用規約を確認 ○ 

3. 3. 7 自治体から のお知ら せの確認 ○ 

3. 4. 1 ネッ ト ワーク 及びシステムスト レージの操作ログ及びアク セスログの

監視・ 取得 

○ 

3. 4. 2 システム画面の構成は港区カ ラ ーバリ アフ リ ーガイ ド ラ イ ンの配慮 ○ 

表１  システム機能要件適合表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印刷はＡ ４ 判タ テ１ 枚（ 両面可） と し てく ださ い。 文字のサイ ズは原則と し て 11 ポイ ント 以上と

し 、 文字フ ォ ント は BI Z UD 明朝 Medi um と し ます。  



（ 様式８ ）  

企画提案書 

１  ［ 個人情報や情報セキュ リ ティ 管理の取組］  

区民の個人情報を取り 扱う にあたり 、個人情報保護やシステムの情報セキュ リ ティ 管理に関する

取組を提案し てく ださ い。  

■システムの情報セキュ リ ティ 管理に関する取組 

弊社は最新及び将来に向けての技術動向を鑑み、 様々なお客様のシステム構築を実施する中で、

I SMS などの国際的な認証を 受け、 積極的に情報セキュ リ ティ 改善活動を今後も 継続的に行っ てお

り ます。  

【 I SMSの取得状況】  

規格： I SMS認証基準（ Ver 2. 0）  
取得年月日： 2012 年 4 月 
審査機関： 財団法人 日本能率協会 （ JMAQA）  
認証番号： JMAQA－S168 
認証範囲： ソ フ ト ウェ ア受託開発 パッ ケージソ フ ト ウェ ア開発・ 販売・ 保守・ 導入支援 WEB

サイ ト 開発 
 

本業務においては、 貴区の個人情報保護条例を遵守し 、 以下の通り 、 適切なセキュ リ ティ 対策を講

じ ます。  

 

■基本的な考え方 

システムが取扱う 情報には、 利用者の個人情報などの外部に情報漏えいし た場合に、 極めて重大

な結果を招く 、 重要な情報が多数含まれています。 こ れら の情報及び情報を取扱う システムをさ

まざまな脅威から 防御するこ と は、 安定し た業務を実現するのみなら ず、 区民／法人の財産やプ

ラ イ バシーを守るためにも 必要不可欠です。  
弊社は、 サイ ト 内に存在する機密性情報を適切に保護し 、 権限のない者がこ れら の情報にアク セ

スするこ と 、 及びこ れら の情報の改ざん・ 破壊等を防止し 、 セキュ リ ティ を適切に管理し ます。  
  
■プラ イ バシー保護対策 

 情報資産は常に災害、 ハード /ソ フ ト ウェ アのト ラ ブル、 不正アク セスによる改ざん、 関係者

による漏えいなど、 様々な脅威に晒さ れています。 こ れら の脅威から 情報資産を適切に保護し 、

情報の機密性、 完全性を確保し 、 更に情報の可用性を保持し 、 情報資産の価値を高めるこ と を目

的と し た、 JI SQ27001: 2014( I SO/I EC27001: 2013) を 取得し ており 、 組織内で働く 全従業員が情報

セキュ リ ティ 対策に参画し ていると と も に、 プラ イ バシー保護について、 弊社内の「 個人情報管

理規定」 に従い適切に管理し ます。  
 

■個人情報の取り 扱い 

 個人情報の取り 扱いには細心の注意を払い、取り 扱いについて区民から の誤解を招かないと と

も に、 外部に漏洩するこ と のないよう 、 セキュ リ ティ が担保さ れたサーバー上で厳重に管理を行

い、 データ の利用者においては、 管理者か使用者かについて役割と 責任を明確化し ます。  

 



 

■提案システムにおける情報セキュ リ ティ の考え方 

（ １ ）  物理的セキュ リ ティ  

 本システムは、 デジタ ル庁が整備・ 普及を進めているガバメ ント ク ラ ウド にも 認定さ れてい

る Oracl e 社の Oracl e Cl oud I nf r ast r uct ur e（ OCI ） を利用し ます。 OCI は、 高い拡張性、 高

可用性、 堅牢性、 セキュ リ ティ 、 コ スト 効率、 柔軟性など、 企業のビジネスに必要な要素が揃

っ ており 、 現在多く の企業に利用さ れているパブリ ッ ク ・ ク ラ ウド です。  

 

（ ２ ）  技術的セキュ リ ティ  

① イ ンタ ーネッ ト から の不正アク セス対策 

業務サーバーは、 直接イ ンタ ーネッ ト には公開さ れないネッ ト ワーク に配置し 、 全ての通

信は、 WAF（ Web Appl i cat i on Fi r ewal l ） 及び中継サーバー（ Load Bal ancer ） を経由と と

も に、 フ ァ イ ヤーウォ ールで制御を行います。 サービス稼働に必要なソ ース（ I P アド レ

ス、 ポート ） の許可・ 拒否について、 適切なフ ァ イ ヤーウォ ールポリ シーを設定し 運用を

行います。  

また、 WAF を配置するこ と で、 Dos/DDos などのサイ ト への攻撃を防ぎます。  

 

 

図１  想定環境ネッ ト ワーク 構成 

 

② アク セス制御について  
OS、 データ ベース、 アプリ ケーショ ンの操作には、 操作者アカウント と パスワード による

利用を可能と し ます。 利用し ていないアカ ウント は全て削除を行い、 アク セス制御を明確

にするこ と で、 いつ誰が操作し たかを迅速に把握するこ と を可能と し ます。  

 
③ アク セスログ収集と フ ィ ルタ リ ング 

アク セスログ収集について、 sysl og-ng を利用し 出力するログフ ァ イ ルのフ ィ ルタ リ ング

と ローテート 期間を設定し 適切に収集と 保存を行い、調査等において迅速な利用を可能と

し ます。  



④ ウイ ルス対策 
フ ァ イ ルがアッ プロード さ れるサーバーへは、 ウイ ルス対策ソ フ ト の導入を実施し 、 パタ

ーンフ ァ イ ル等が正常に更新さ れているかを監視し ます。 万が一、 ウイ ルスの感染がさ れ

た場合、別途、提出する運用計画書に記載さ れる所定の方法で通知及び対応を 実施し ます。 

 
⑤ 暗号化通信 

個人情報やアカ ウント 情報に係る通信には、 SSL による暗号化通信を利用し 管理を実施し

ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印刷はＡ ４ 判タ テ１ 枚（ 両面可） と し てく ださ い。 文字のサイ ズは原則と し て 11 ポイ ント 以上と

し 、 文字フ ォ ント は BI Z UD 明朝 Medi um と し ます。  



（ 様式９ ）  

企画提案書 

１  ［ サポート 体制について］  

・ 区の担当者向けのヘルプデスク やマニュ アル、 研修会の実施方法について提案し てく ださ い。

また、システム障害が発生し た場合、どのよう に対応出来る体制を整えているか提案し てく ださ い。 

■サポート 体制の考え 

こ れまでの導入経験を活かし た、 円滑な導入を行う ための支援を実施し ます。  

 

■研修の実施について 

 子ども 家庭支援センタ ー内の業務担当グループと システム担当グループの２ つのグループに向 

けた研修の実施致し ます。 各グループの研修目的は、  

  業務担当グループ   ：  操作を中心と し た業務フ ローについて 

  システム担当グループ ：  権限などシステム運用に関する操作について 

従っ て上記の各グループが確認し やすり よう に、 操作編・ 運用編と いっ たマニュ アル体系での提 

供と なり ます。  

 

■ヘルプデスク  

Web の問い合わせフ ォ ーム、 メ ール、 電話のすべての形式で対応し ます。  

① Web 問い合わせフ ォ ーム 

画面キャ プチャ ーなど問い合わせる内容の資料が多い時などでの利用 

② メ ール 

子ども 家庭支援センタ ー内での確認メ ールを転送利用など、 メ ールでの確認、 電話連絡後 

の回答や確認メ ール 

メ ールはメ ーリ ングリ スト での運用と し ます。 理由は、 弊社の管理者および運用担当者全 

員に通達するこ と で、 対応内容の問題点がないこ と や対応漏れを防ぎます。  

③ 電話 

緊急に確認が必要な場合 

対応時間：  平日 月曜日～金曜日 ９ ： ０ ０ ～１ ７ ： ０ ０  

すべての形式で対応し た問合せは管理表で一元管理し 、子ども 家庭支援センタ ー様と 情報共有を 

行います。 その情報を FAQと し て活用が可能です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■システム障害が発生し た場合の対応 

システム障害はシステム監視によっ てキャ ッ チするこ と になり ます。  

し かし すべての障害をキャ ッ チは出来ません。 例えば、 入力内容によっ て違う 画面がでるなど、 

システム停止するこ と ではなく 、 動作異常の場合です。 こ の場合は、 子ども 家庭支援センタ ー様 

から の連絡によっ て対応になり ます。  

対応の流れを以下に示し ます。  

 

≪子ども 家庭支援センタ ー様から の連絡の場合≫ 

     

       図１  子ども 家庭支援センタ ー様から の流れ 

 

① 障害事象を貴区の業務担当者様から 弊社窓口が連絡を受ける。  

② 受け付けた事象内容を課題管理表で情報共有する。  

③ ④ 弊社内で情報共有と と も に障害対応実施。  

⑤ 弊社窓口から 業務担当者様へ障害対応結果の連絡。  

 

≪システム監視でのキャ ッ チの場合≫     弊社       相談システム 

    

         図２  システム監視から の流れ 

 

  ① 相談システムのシステム監視から の運用担当者が異常通知受ける。  

  ② 直ちに貴区の業務担当者様へ異常内容の連絡を行う 。  

   ③ 弊社内で情報共有と と も に障害対応実施。  

④ 速やかに異常解決を実施し 、 対応結果を弊社窓口へ情報共有。  

 

 

 

 



■保守の体制 

     

              図３  保守の体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印刷はＡ ４ 判タ テ１ 枚（ 両面可） と し てく ださ い。 文字のサイ ズは原則と し て 11 ポイ ント 以上と

し 、 文字フ ォ ント は BI Z UD 明朝 Medi um と し ます。  



（ 様式 10）  

企画提案書 

１  ［ システムの操作性や回答作成の補助機能について］  

多く の相談内容から 任意の情報を検索し たり 、 相談件数の統計を抽出するなど、 職員が作業し

やすく なるよう なシステムの操作性の特徴について記載し てく ださ い。 また、 類似の相談内容に

対し て過去の回答を参考にし て作成できる補助機能などがある場合は、その特徴を記載し てく だ

さ い。  

■職員機能について 

 職員側の主な機能は以下のと おり です。  

機能 説明 

相談一覧 ログイ ン後初期表示さ れる相談一覧 

新着順に表示さ れるため、 未着手の案件を視覚的に把握でき ます 

相談検索 登録さ れた相談を条件により 検索し ます 

相談内容確認・ 回

答入力 

相談内容を確認し 回答を入力し ます。 相談区分により 過去事例を参照し

ながら 入力するこ と ができ ます 

また、 一時保存、 決裁、 回答実施の状態を管理でき ます 

統計データ 抽出 相談者情報、 相談回答情報などを期間指定により 抽出し 、 CSV データ と

し てダウンロード できます 

表１  主な機能一覧（ 職員側）  

 

≪相談一覧≫ 

相談一覧は、 相談の新着順（ 相談日時の降順） に表示さ れるため、 新規の相談の有無を一目

で確認でき 、 相談番号ク リ ッ ク または更新ボタ ンから 相談内容確認・ 回答入力ができ ます。 ま

た、 同一相談者から の重複し た相談や、 明ら かに不正な登録を無効にする非表示機能を備えて

います。  

 

図１  相談一覧画面 

 

 

 

 



≪相談検索≫ 

相談検索は、 相談日（ 範囲指定）・ 相談者 I D・ 相談番号・ 相談内容のキーワード 及び回答状

況から 相談内容を検索し 、 相談番号順に一覧表示し ます。 相談一覧と 同様に相談番号ク リ ッ ク

または更新ボタ ンから 相談内容確認・ 回答入力ができ ます。  

 

図２  相談検索画面 

 

≪相談内容確認・ 回答入力≫ 

 相談内容の確認し 回答入力を行えます。 相談者へ回答前に内部決裁を行う こ と ができ 、 決裁

後に相談者回答公開する ステッ プを 管理し ます。 また回答内容を 一時保存するこ と も 可能で

す。  

 

図３  相談内容確認・ 回答入力 



≪過去回答事例参照≫ 

 回答入力では、 相談内容の分類である相談区分により 過去事例を参照し ながら 入力するこ

と ができます。 過去事例は別ウィ ンド ウで表示さ れるため、 ウィ ンド ウを並べて表示するこ

と で容易に参照・ 回答ができ ます。  

 

図４  過去回答事例 

 

 

≪統計データ 抽出≫ 

 統計データ 抽出は、 相談者情報・ 相談回答情報および相談者＋相談回答情報の３ 種類を、

相談日の期間指定で抽出し 、 CSV データ と し て随時ダウンロード ができます。 帳票形式では

なく CSVデータ と するこ と で、 システムデータ を２ 次加工するこ と ができ、 様々な利用シー

ンで有効に活用するこ と ができ ます。  

 

図５  統計データ 抽出 

 

 

 

 

 

 

※印刷はＡ ４ 判タ テ１ 枚（ 両面可） と し てく ださ い。 文字のサイ ズは原則と し て 11 ポイ ント 以上と

し 、 文字フ ォ ント は BI Z UD 明朝 Medi um と し ます。  


